
美術工芸研究室
　絵画

奈
良
県
下
仏
画
調
査
報
告（
恚

１
年
報
の
創刊
を
機
に
、私
が研
究所
に
赴
任し
て
以
来
約五
年間
、
奈
良
県下

を
調
査し
て
廻
り
、そ
の
際に
偶
目
す
る
を得
、
或
は又
従
来
から
知
ら
れ
乍
ら

も公
表の
機
会
に
恵
ま
れ
な
かっ
た公
画
類
の
う
ち
、
特
に
優
秀
な
も
の
を寺
社

別
に
整
理し
て
、
大
方
の
便に
供
し
た
い
と思
う
。
但し
、こ
こ
に
通
称
南
都七

大
寺
な
る
奈
良
市
周
辺
の
諸
大
寺
につ
いて
は
、
そ
の一
部
は既
に
調
査
済
みで
、

公
表
し
た
もの
も
あ
る
が、
更
に
将
来
南
都諸
大
寺
の
絵画
に
関
す
る綜
合
目
録

を
も
意図
し
て
い
る
ので
、
紙面
の
都合
も
あっ
て
こ
れ
を
割愛
し
た
。叉
従
来青面金剛像図第１

か
ら
国
家
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
も
省
略
に
附
し
た
。

以
下
諸
寺
社
の
仏
画
を
列
記
す
る
に
当
っ
て
、
時
代
の
余
り
に
降
っ
た
も
の
は

こ
れ
を
除
き
、
主
とし
て
室
町
時
代
ま
で
の
秀
作
の
み
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
。

尚
上
段
に
○
印
を
附
し
た
も
の
は
と
り
わ
け
優
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
又
紙
数
の
関
係
上
十
分
説
き
尽
し
難
い
優
品
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
めて

詳
述
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

一
　
庚
　
　申
　
　堂
　
　
　
　
　
生
駒
郡
片
桐
町

一
国一
宇
庚
申
堂
と
称
し
、
寺
伝
で
は
明
暦
年
中（
１６５５頃
）
に
建
立
を
見
、

以
後
民
間
に
特
殊
な
信
仰
を
得
た
。
従っ
て
同
寺
の
主
な
も
の
は
何
れ
も
後
世
の

寄
進
に
な
る
、
先
づ
庚
申
信
仰
の
本
尊
で
あ
る
青
面
金
剛
に
注
目
し
た
い
。

○
青
面
金
剛
像
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　２４
. ５ｃｍ
　
　
（
横）
　１３
. ７ｃｍ

小
画
面
中
央
に
二
鬼
上
に
立つ
三
目
四
臂
の
青
面
金
剛
像
を
配
し
、
左
右
に二

童
子
、
下
方
に
四
鬼
神
を
描
く
。
細
勤
線
を
駆
使
し
極
め
て
細
密
の
彩
色
を
施
す

手
法
は
、
古
い
装
飾
経
な
ど
に
近
い
。
画
面
の
周
囲
に
は
紗
に
裏
箔
を
施
し
た
古

い
表
装
部
分
を
留
め。興
味
深
い
。四
天
王
寺
庚
申
堂
の
伝
来
と
伝
う
、
聊
か
破
損

と
変
色
が
著
し
い
。

奈
良
県下
仏
画
説
査
報
告
１

ｊ２
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青
面
金
剛
像
　一
幅
　（第
１
図
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　９３
.　Ｏｃｍ
　
　
（
横）
　３８
.　Ｏｃｍ

前
者
に
比
し
て
画
面
は
は
る
か
に
大
き
い
が
、
構
図
な
ど
前
者
と
殆
ど
異
ら
な

い
。
た
だ
彩
色
手
法
共
大
ま
か
で
、
南
都
系
仏
画
の
風
趣
を
示
す
。
時
代
は
前
者

よ
り
や
や
降
る
。
東
大
寺
戒
壇
院
什
物
と
伝
う
。

大
般
若
十
六
善
神
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
一
副
半（
絹
幅３９
.４ｃヨ
）
　
　
（
竪
）
　１１１
.
　５ｃ
m

図迎来衆聖第２図

（
横
）
　５６
.　７ｃｍ

破
損
と
共
に
液
補
が
か
な
り
ひ
ど
く
、
上
下
左
右
に
切
り
つ
づ
め
、が
あ
る
。
通

途
の
も
の
に
比
し
て
古
様
且
つ
異
形
を
示
し
、
彩
色
に
は
金
泥
切
金
な
ど
を
用
い

な
い
。
も
と
鏡
作
神
宮
寺（
奈
良
県
磯
城
郡
都
村
に
あ
つ
た
と
伝
え
ら
れ
る
）
の

什
物
と
伝
う
。

仏
涅
槃
図
　一・
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪（
絹
幅３９
.　３ｃｍ
）
　
　
（
竪
）
　１４４
.　Ｏｃｍ

（
横
）　１１６
.３ｃｍ

疎
絹
を
用
い
る
。
南
都
系
絵
仏
師
の
作
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

こ
の
他
、
弘
法
大
師
像
、
天
弓
愛
染
像
、
高
野
四
社
明
神
像
の
三
幅
対
、
天
川

弁
才
天
秘
曼
荼
羅
一
幅
、
笏
見
る
べ
き
も
の
あ
り
、
叉
襖
絵
と
し
て
望
月
玉
蟾
の

神
仙
図
が
注
目
に
値
す
る
。

二
　
松
　
　尾
　
　寺
　
　
　
　
　
　
　

大
和
郡
山
市
矢
田
町

初
午
で
高
名
の
松
尾
寺
も
そ
の
史
実
に
は
乏
し
く
、
中
世
以
後
修
験
的
な
道
場

と
し
て
推
移
し
た
ら
し
い
事
が
想
像
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
絵
画
に
は
比
較
的
密

教
系
の
も
の
が
多
い
。
尚
釈
迦
八
大
菩
薩
像
の
み
は
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

て
い
る
。

○
聖
衆
来
迎
図
　一
幅
　（
第
２
図
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
3
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪（
両
側
幅
狭
し
）
　
　
（
竪
）
１０１
.　０ｃｍ

（
横
）
　８１
.　４ｃｍ

極
め
て
古
様
の
来
迎
図
と
見
ら
れ
、
中
尊
を
と
り
ま
く
七
尊
は
二
比
丘
形
を
混

え
、
そ
の
配
列
に
は
曼
荼
羅
的
な
も
の
を
感
じ
、
京
都
安
楽
寿
院
本（
重
要
文
化

ｊ２



財
）

に
酷

似

す

る

。

別

に
1
5
世

紀

頃

の

釈

迦

・
弥

陀

発

遣

来

迎
図

一
幅
－

（

竪
）

１
２
０
.　７ｃ
ｍ

（
横
）
６
５
. ５ｃ
ｍ

が
注

目

さ

れ

る
。

○

仏

眼

曼
荼

羅
　

一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世

紀
）

絹
木

著
色
　

掛
幅
　
　
（
竪
）
　
７
１ｃ
ｍ
　
　
（

横
）
　
５
８ｃ
ｍ

や

や
異

形

の
仏

眼

曼
荼

羅

。
図

儼

的

に
注

目

さ

れ

る

。

彩

色

が

鮮
明

で

美

し

い

。

こ

れ

よ

り

や

や
降

る
時

代

の
尊

勝

曼
荼

羅

―

・（
竪
）
 １０
５ｃ
ｍ
　
（

横
）
７
９
. ７ｃ
ｍ
 

尊

勝

、

愛

染

、
不

動

三

体

の
み

の

曼
荼

羅

、

ほ

ぼ
同

本

を
河

内

金
剛

寺

に
蔵

す

る

（

重
要

文

化

財

）
。

弥

勒

菩

薩

儼
　

一

幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世
紀
）

絹
本
著
色
　

掛
幅
　
　
（

竪
）
　
９
５
. ５ｃ
ｍ
　
　
（
横
）
　
４
３
.　５ｃ
ｍ

定

印

の
上

に
五

輪

塔

を
保

つ

、

五

智

宝
冠

を
着

す

る

菩

薩

形

。

台

座

そ

の
他

の

彩

色

は
華

美

で

、

南

都

系

仏

画

に
属

す

る
。

如

意

輪

観

音

像
　

一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世
聡
）

絹
本
著
色
　

掛
幅
　
　

一
副
半
（
絹
幅

３
５
.　７ｃ
ｍ

）
　
　（
竪
）
　
９
５
. ５ｃ
ｍ

’
（
横
）
　
５
１
.　５ｃ
ｍ

六
臂

の
如

意

輪

観

音

は
岩

座

上

に
あ

り

、

そ

の
右

辺

に
瀑

布

と
奔

流

と
二

童

子

を

、

左

孚

方

に
竜

を
描

く
異

色

あ

る
作

品
・

題

し

て

石

山

如

意

輪

観

音

と

い
う

。

大

威

徳

明

王

像
　

一

幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世

紀
）

絹
本
著
色
　

掛
幅
　
　

一
副
半
（
絹
幅

色
ｎ
ヨ
）
　
　（

竪
）
　
１
１
７
. ２ｃ
ｍ

（
横
）
　
６
５
.　８ｃ
ｍ

時

代

は

降

る

が

唐

招

提

寺

本

（

重

要

文
化

財

）

と
同

形

の

像

。

○

愛

染

明

王
儼
　

一

幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世
紀
）

絹
本
著
色
　

掛
幅
　
　
（

竪
）
　
８
２ｃ
ｍ
　
　
（
横
）
　
４
１ｃ
ｍ

奈

良
県
下

仏
画
調
査
報
告
　

１

通

途

の

愛

染

明

王

偸

、

朱

肉

身

、

朱

円

光

、

宝

瓶

上

に
坐

す

。

作

風

優

秀
。

尚

同

寺

に
は
1
5
世

紀

頃

の
天

弓

愛

染

明

王
儼

の

ほ

か

、
同

形

の

愛

染

明

王
像

二

種

が

あ

る

。

愛
染

明

王
像
　

一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世

紀
）

絹

本
著

色
　
掛

幅
　
　

一
副
半
（
絹
幅

３
９
.　３ｃ
ｍ

）
　
　（

竪
）
　
１
１
０ｃ
ｍ

（
横

）
　５
７
. ５ｃ
ｍ

衣

文

に
盛

上

げ
彩

色

多

用

、

下

方

に
石

畳

あ

り
、

左

右

に
夫

々
来

迎
形

の

十

一

面

観

音

立
像

と
八

臂

弁

才

天

立

像

を
配

す

る
異

形

の
も

の
。

こ

の
他

や

や
見

る

べ
き

も

の

と
し

て

、

紅

頗

梨

色

阿

弥

陀
如

来
像

、
来

迎
形

十

一
面

観

音

菩

薩

像

各

一

幅

。

不

動

明

王

二

童

子

像

三

種

三

幅

等

が

あ

り
、

山
田

道

安

筆

と
伝

え

ら

れ

る
市

守

長

者

像

一

幅

も

か
な

り
高

名

で

あ

る

。

三
　

宝
　
　

幢
　
　

寺
　
　
　
　
　
　

生
駒

郡
生
駒
町
小
平
尾

生

駒

郷

の
古

刹

で

、

室

町

初

期

の
本

堂

に

は
、

地

蔵

十

王

図

、

普

賢

十

羅

刹

女

図

の
壁

画

が
描

か

れ
て

い

る
。

第３図　 釈迦三尊像
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阿
弥
陀三
尊
像
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世紀）

絹本著色
　掛幅
　
　
（
竪）
　１１５ｃｍ
　
　
（
横）
　５５ｃヨ

切
金の
細
緻
な
好み
は
、
余
り
古
く溯
り
得
ない
。三
尊
と
も立
像で
、
来
迎

形
を示
す
が、
傷み
がひ
どい
。

釈
迦三
尊儼
　一
幅
　
（
第３図
）
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世紀）

絹木
著色
　掛幅
　
　
（
竪）
　８０ｃｍ
　
　
（
横）
　４５ｃｍ

前
者
と異
り
切
金
を用
い
ず
、
多彩
を
極
め
る趣
味
は
南
都系
仏画
の
典
型
で

あ
る
。
脇侍
は夫
弋
獅
子
と
象
に乘
る
。
時代
は
や
や
降
るで
あ
ろ
う
。

四
　長
　
　福
　
　寺
　
　
　
　
　
　
　

生駒郡生駒町俵囗

寺
史
は
詳で
ない
。
鎌
倉後
期の
本
堂内
陣
に
は
柱
に両
界
の
諸
尊
、
長
押
や

小
壁
に飛天
や千
休
仏
を
描
き
甚
だ
興
味深
い
。

第４図　不動明王二童子像

○
文
殊
諸
尊
来
迎
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笳
世
紀
）

板
絵
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　１７１
. ８ｃｍ
　
　（
横
）
　８７
. ８ｃｍ

文
殊
菩
薩
は
梵
篋
と
剣
を
持
っ
て
獅
子
に
跨
り
、
八
大
童
子
と
見
ら
れ
る
諸
脇

侍
を
従
え
て
雲
に
乗
り
来
迎
す
る
如
く
に
見
え
る
。
変
頽
色
と
剥
落
の
た
め
原
容

は
著
し
く
失
わ
れ
て
い
る
が
、
来
迎
形
文
殊
諸
尊
像
は
珍
し
い
。

五
　
大
　
　福
　
　寺
　
　
　
　
　
　

北
葛
城
郡
広
陵
町
箸
尾

そ
の
昔
東
西
両
寺
を
中
心
に
多
く
の
堂
舎
を
有
し
た
こ
の
寺
も
今
は
全
く
疲
弊

し
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
遺
存
す
る
仏
画
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
少
く
な
く
、

往
時
を
偲
ぶ
に
足
る
。

両
界
曼
荼
羅
　双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　１５６ｃｍ
　
　（横
）
　１２０ｃｍ

も
と
小
田
原
天
徳
院（
高
野
山
）
の
什
宝
た
り
し
も
の
、
後
年
同
寺
に
流
入
し

た
と
見
ら
れ
る
。
保
存
の
よ
い
彩
色
の
美
し
い
も
の
で
あ
る
。

仏
涅
槃
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三
副
】鋪
　
　
（
竪
）
　１２４
.　５ｃｍ
　
　（横
）
　９６ｃｍ

釈
迦
三
尊
十
六
善
神
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三
副一
鋪
　
　
（
竪
）
　｝＆ｎ
日
　
　
（
横
）
　７２ｃｍ

共
に
細
か
い
絹
地
に
美
し
い
彩
色
と
細
い
切
金
を
施
す
、
制
作
も
ほ
ぼ
同
じ
頃

と
思
わ
れ
る
。
所
謂
南
都
系
絵
師
の
作
、
共
に
正
徳
六
年（
１７１６）
同
寺
東
寺
西

方
院
に
於
て
修
補
を
見
て
い
る
。

四
費
不
動
明
王
二
童
子
像
　一
幅
　（
第
４
図
）
　
　
　
　
　
　

（
1
5世紀
）

絹
本
著
色
　掛
蝠
　三
副一
鋪（
両
側
狭
し
）
　
　
（
竪
）
　１２４ｃｍ
　
　（
横
）
　６６ｃｒ
r
ｔ

μ



明
王
は
立
像
、
右
手
は
蓮
花
と
剣
　左
手
は三
鈷
戟
と
索
、
水
波
上
岩
座
に
立

つ
、
盛
上
げ
彩
色
の
傾
向
を
帯
び
、
切
金
を
用
い
ず
金
泥
を
主
と
す
。
古
様
の
図
‘

像
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
弘
法
大
師
像
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪
　
　
（
竪
）
１０１
.　５ｃｍ
　
　
（
横）
　９５ｃｍ

箱
書
に
よ
れ
ば
も
と
永
久
寺
学
侶
方
の
も
の
、
彩
色
は
淡
白
に
し
て
筆
格
は
す

ぐ
れて
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

○
益
信・
聖
宝
両
僧
正
像
　双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀）
　＼

絹木
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　５４
.　５ｃｍ
　
　
（
横）
　３２
. ２ｃｍ

粗
い
絹
地
に
も
拘
ら
ず
細
い
筆
使
い
は
、
性
格
描
写
に
富
み
、
こ
の
種
画
像
と

し
て
は
逸
品
。
上
部
に
は
贅
文
が
あ
る
。

尚
大
福
寺
に
は
こ
の
他
に
、
天
文
匸
一
年（
１５４３）
の
年
記
を
有
す
る
十
二
天

像
十
二
幅
、天
文一
五
年（
１５４６）の
春
日
鹿
曼
茶
羅一
。幅
、天
文一
八
年（
ぶ
皀
）

の
真
言
八
祖
像
八
幅
、
文
亀
三
年｛
｝いａ
）
。の
天
神
像一
幅
等
あ
り
、
何
れ
も
時

代
に
比
し
て
古
様
で
筆
格
高
く
且
つ
保
存
が
よ
い
。
こ
れ
ら
に
は
共
通
し
て
南
都

系
仏
画
の
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
。

一
　
　
ｉ
　－
　
　
－
　ＩＩ
　
　
　
　

■
　
　
　
ＩＩ
　
　
Ｊ
　―

六
　室
　
　生
　
　寺
　
　
　
　
　
宇
陀
祁
室
生
村

同
寺
の
絵画
と云
え
ば、
金
堂後
壁
の
帝
釈天
曼荼
羅
と
金
堂
諸
仏の
彩
色
光

背
に
よっ
て
著
名で
あ
る
が、
掛
幅画
とし
て
は
次の
如
き
什宝
を
蔵す
る
。

両
界
曼荼
羅
　双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世紀）

絹本
著色
　掛幅
　
　
（
竪）
　２０９ｃｍ
　
　
（
枇）
　１８８ｃｍ

破
損
少
く
、彩
色・
切
金
等
に見
る
べ
き
もの
があ
る
が、
尊
像
の配
置
に
は

奈良県下
仏画
調査報告
　―

や
や
崩
れ
が
見
ら
れ
る
。

釈
迦
三
尊
十
六
善
神
図
　一
幅

絹
木
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪（
両
側
幅狭
し
）
　（
竪
）

（
横）
７９
. ７ｃ
m

（
1
5世
紀
）

｝Ｎω
‘切Ｏヨ

十
六
善
神
に
阿
難
・
法
涌
・
玄
奘
・
深
沙
大
将
を
伴
う
、
上
方
に
霊
鷲
山
あ
り
、

下
段
に
水
波
あ
り
、
波
文
翻
転
著
し
、
文
亀
二
年（
１５０２）
の
修
理
銘
を
有
し
、

慶
応
三
年
郡
山
高
島
家
か
ら
の
寄
進
と
な
す
。

○
善
如
竜
王
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
　９１
.　５ｃｍ
　
　
（
横
）
　３８
. ５ｃｍ

古
来
室
生
寺
の
祕
宝
、
細
絹
に
極
め
て
細
麗
の
筆
、
緑
色
の
顔
に
は
宝
冠
を
頂

き
、
朱
衣
の
上
に
は
群
青
緑
青
交
り
の
雲
文
、
輪
宝
文
を
散
ら
す
。
全
休
黒
ず
ん

で
破
絹
も
か
な
り
に
及
ぶ
。
桂
昌
院
の
修
補
に
か
か
る
蒔
絵
箱
に
納
む
。
尚
他
に

竜
王
像
二
三
幅
あ
り
。

○
真
言
八
祖
図
　八
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三副一
鋪（
絹
幅４３
. ７ｃｍ
）
　
　
（
竪
）
　大約
１６７ｃｍ

（
横
）
　１４２
. ５ｃｍ

通
途
の
八
祖
画
像
、
但
し
筆
格
高
く
古
勁
の
線
と
淡
彩
の
故
に
、
漂
渺
と
し
た

大
き
さ
を
感
ぜ
し
め
る
佳
品
、
明
暦（
１６５５
頃
）、享
保
、
明
治
初
と
修
理
を
重
ぬ
。

保
存
良
好
、
一
部
賛
あ
り
。

○
理
源
大
師
像
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4世紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　三幅一
銷
　
　
（
竪
）
１７９ｃｍ
　
　
（
枷
）
１１８
. ８ｃｍ

色
彩
は
淡
白
で
淡
緑
以
外
は
殆
ん
ど
目
立
だ
な
い
。
破
顔
ひ
ど
く
頭
部
の
欠
損

著
し
い
の
が
惜
ま
れ
る
。
或
は
前
記
八
祖
像
と
同
時
の
作
か
。
理
源
大
師
に
誤
な

j５



奈良
国
立文
化
財
研
究所
年
報

し
と
す
れ
ば
古
像
に
属
す
。
上
部
に
贅
あ
り
。

尚
室
生
寺
に
は以
上
の
他
に
、。著
名
な
南
蛮
風
俗
図
屏
風
六
曲一
双
、
及
び
や

や
見
る
べ
き
も
の
と
し
て
仏
涅
槃
図
、弥
勒
菩
薩
像
、聖
徳
太
子
像
各一
幅
、室
生

寺
特
有
の
も
の
と
し
て
宝
珠
曼
荼
羅
、
土
心
水
師
像
各一
幅
等
が
あ
る
。
永
正
九

年（
１５１２）
の
年
記
あ
る
宝
篋
印
舎
利
塔
に
は
不
動
愛
染
四
天
王
の
扉
絵
が
あ
る
。

七
　大
　
　蔵
　
　寺
　
　
　
　
　

宇陀
郡
大
宇
陀町
栗
野

奥
竜
門
の
名
刹で
あ
る
大
蔵
寺
は
、
往
時
芳
野
か
ら
伊
賀
方
面
へ
ぬ
け
る
道
筋

に
あ
たっ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
は
訪
れ
る
人
も
稀
で
あ
る
。

両
界
曼
荼
羅
　双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
永三
年（
１３９６）

細
木
著色
　掛
幅
　
（
竪
）
　１４９
.　８ｃｍ
　
　
（
横）　１２９ｃｍ

細
密
な
彩
色
手
法
を
駆
使
し
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
箱
書
に「
応
永
三
Ｅ

年
南
呂（
八
月
）
之
天
」
と
あ
る
の
を
制
作
年
次
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

十二神将像第５図

○
聖
衆
来
迎
図
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
世
紀）

剔
木
著色
’掛幅
　
　
二
副一
鋪（
絹幅髟
‥日
）
　
　

（
竪
）
　１２２
.
５ｃｍ

（
横）
　Ｘ・（
）～

申
央
向っ
て
左
上
よ
り
右
下
に
阿
弥
陀
如
来
及
び
廿
六
体
の
菩
薩
衆
が
来
迎
す

る
。`
上
限
に
極
楽
浄
土
宮
、
下
段
に
娑
婆
世
界
の
光
景
を
往
生
者
の
邸
と
共
に
描

き
、
右
辺
に
は
雲
申
無
数
の
立
像
型
小
化
仏
を
配
す
る
。
細
緻
な
切
金
文
の
趣
向

は
余
り
溯
り
得
な
い
。

釈
迦
三
尊
十
六
善
神
　一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀
）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪
）
１０７
. ５ｃｍ
　
　
（
横）
　６２
.
７ｃｍ

通
途
の
作
品
。
貞
享
三
年（
１６８６）
の
修
理
銘
を
有
す
る
。
尚
同
時
修
補
の
十

六
羅
漢
十
六
幅
あ
り
。

真
言
八
祖
図
　八
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
世
紀）

絹
本
著
色
　掛
幅
　
　
（
竪）
　７２
. ５ｃｍ
　
　
（
横）
　３７
. ８ｃｍ

皇
町
期
特
有
の
粗
絹
な
れ
ど
古
様
を
保
つ
佳
品
。
よ
き
粉
本
に
よ
る
転
写
本
、

上
部
に
賛
あ
り
。
破
損
か
な
り
著
し
い
。
他
に
や
や
時
代
の
降
る
弘
法
大
師
像一

幅
あ
り
。

○
十二
神
将
像
　十
二
面
（
第５
図
）
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
3
世
紀）

板
絵
著色
　額
装
　
　
（
竪
）
　約９０ｃｍ
　
　
（
横
）
　約６０ｃｍ

非
常
に
個
性
的
な
特
異
な
像
容
は
、
古
い
図
像
に
よっ
た
事
を
示
し
、
興
福
寺

蔵
板
彫
十二
神
将
を
想
起
せ
し
め
る
。
も
と
は一
連
の
板
壁
画
で
あっ
た
も
の
を

一
体
づっ
切
断
し
額
装
に
し
た
ら
し
く
、
切
断
面
は
区
々
で
新
し
い
板
を
継
い
で

長
方
形
に
作
上
げ
て
い
る
。
本
堂
本
尊
薬
師
如
来（
1
2
世
紀
頃
）
の
外
謾
の
役
を

勤
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
細
説
を
期
す
。

郤



尚
同
寺
に
は
こ
の
他
に
、
斯
界
に
著
名
な
聖
徳
太
子
絵
伝二
幅
を
蔵
す
る
が
、

私
は
こ
れ
を
調
査
し
て
い
な
い
。
他
に
延
徳
二
年（
１４９０）
施
人
の
高
野
大
師
行

状
絵
伝
十
巻
が
あ
り
ほ
ぼ
そ
の
頃
の
作
で
あ
ろ
う
。
十
二
天
立
像
十
二
幅
、
仏
涅

槃
図一
幅
、
等
も
室
町
期
を
降
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

奈
良
県下
仏画
調
査
報
告
―

こ
の
他
に
調
査
を行っ
た
所
として
吉
野
郡下
市町
内
の
願
行
寺
、
滝
上
寺等

が
あ
る
が、
そ
れ
ら
の
詳
細
は
近
頃
上
梓
を
見
た
大
和下
市
史
に
説
明
を
試み
ち

叉
生
駒
郡
生
駒
神
社
の
生
駒
曼荼
羅
につ
いて
は
、
国
華
７８２
号
の一
部
に附
説

し
た
ので
共
に
省
略
に附
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
浜
　田
　隆）

図
版
解
説
薬
師
如
来
坐
像
京
都
六
波
羅
蜜
寺

木造添箱
　像高五尺三寸五分

与
願
施
無
畏
印
の
通
仏
相
に
薬
壺
を
持っ
た
薬
師
如

来
で
、
い
わ
ゆ
る
半
丈
六
の
坐
像
で
あ
る
。
見
る
か
ら

に
堂
々
とし
た
風
姿
を
もっ
だ
も
の
で
、
彫
り
の
調
子

も
力
強
い
。
こ
の
様
式
や
手
法
な
ど
は
、
藤
原
前
期
の

正
暦
四
年（
９９３）の
納
入
文
書
を
もっ
滋
賀
県
善
水
寺

の
薬
師
如
来
像
に
よ
く
似
た
も
の
で
、
あ
る
い
は
そ
れ

よ
り
も
多
少
古
い
よ
う
な
と
こ
ろ
も
見
う
け
ら
れ
る
。

そ
れ
だ
け
に
な
か
な
か
し
っ
か
り
とし
た
好
い
像
で
あ

る
。
こ
ん
な
も
の
が
未
だ
あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
ず
に
歿

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
六
波
羅
蜜
寺
は
や
は
り
伝

統
の
古
い
名
刹
で
あ
る
。
　
　
　
（
小
　林
　
剛
）
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